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《史
料紹介》
専修
学校
学則沿革
はじめに
ここ
では
史
料紹介と
して
専
修学校
(専修大学
の前
身)
の学
則を年
代の古
いもの
から
順に紹
介し
てい
く
こと
とするが
、 残念
なが
ら本
学
におい
て 専
修学校関
学以降
に規
定、
また
は改
定されたす
べて
の学
則
が確
認で
きたわ
けでない
。
そこで、
現在確認
できる
学
則を
紹
介し
て
いく
とともに
、
ここ
に掲
げた学
則以外
の 専修学校
の学
則に
つい
ての
情報
をご
存
知の方
がいら
っし
ゃれ
ば、
ご教
授を
いた
だけ
れば
幸い
で
ある
。『広辞苑』
(第
三版)
による
と
学則
とは
「学
校の、
組織編制
・教
育課程
・管理事
項
などを定め
た規
則」
とある
。
また、
現在
の 学校教
育法施行規則
(昭和二
十二
年五
月二十三
日文部省令第十
一号
)
第四
条第
一項
では
学則
には
次の事
項を
記載す
ること
を定め
ている
。
①修業年限、
学年、
学期及
び授
業を行
わ な
い日
(以
下
「休業
日」
とい
う
。) に関
する
事項
②部科及び
課程
の組
織に関
する
事 項
③教育課程
及び授
業日
時
数に関
する
事 項
/戸、\
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日 間
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④学
習の
評価及び
課程
修了
の認
定に関
する事
項
⑤収容
定員及び
職員組織
に関
する
事 項
⑤入学、
退学、
転学、
休学及び卒業
に関
す
る事
項
⑦授業料、
入学料そ
の他の費
用徴収
に関
す
る事
項
⑧賞罰
に関
す
る事
項
⑨寄宿舎
に関
する事
項
この
記載内容か
らわか
るよう
に学
則には
、
その
学
校を
知る
上
で大
切な多く
の情
報が記
載
され
ており
、
大学史
にとっ
て学
則が非
常に
重
要な史
料で
ある
こと
は論を倹
たない
であ
ろう
。
また、
学則
の変遷を
追う
こと
は、
そ
の学
校の変
遷を見る
こと
であり
、
その
学
則が規
定、
また
は改定さ
れた
時
期に大
学が何 考え、
何を
行お
う
とし
て
いた
か
を考え
るこ
とが
できる
。
もち
ろん、
学則
の歴
史H学
校の歴
史ではな
い。
学則、だけ
ではそ
の大
学に
学ぶ学
生の
姿
を見
ること
はで
きな
いな
ど、
いく
つかの
課題
はある
にせよ
、
学則か
ら大
学の
一端を
見る
こと
は可
能であ
ろう
。
先に挙
げた
学
則の九
つの
記
載事項
の条
件は昭
和二十
二年
(一九
四
nu 
七)
五月に定
めら
れたも
の
であ
るが、
それ
以
前、
例えば
明治期
や大
正期
の学
則
もほとんど
これに
沿
った形
で書
か
れている
。
これは
、
明
治五年
(一
八七二)
の学
制公布以来、
政府は私
立学
校に
対し
て勝
手
な関
学を許可せ
ず、
必ず届
出
の書
類を提
出
させ、
その
書類
にはそ
の
学校
の概
要
がわ
かる
よう
な記
載事
項を定め
てい
たた
め、
戦前
の学
則
であ
っても
、
現在
の学
則と
ほぼ変
わる
ことなく
、
その
学
校の
情報を
十分
に得る
ことが
できる
。
今回、
紹介す
る本
学の学
則は、
本学関学
の明
治十
三年
(一
八八
O)
時のもの
から
、
現在
の通信教育
の前
身
とも
いえる
校
外員制度を本学
が設
けた明
治二十
年
(一
八八
七)
までに
規
定・改
定された学
則の中
から
管見す
る
ことの
できる
六
つの
学
則を掲げ
た。
次に、
各史料
の簡
単な書
誌情
報お
よび
解
説を記
す
ことと
する
。
1
.
(史
料
1)
に
つ
いて
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (一)
厳密
に
いえ
ばこの
史
料1
は学
則と
呼ぶ
ことは
できな
いか
もしれな
い。
しかし
、
明治
十三
年八月
、
東京府知事
・松
田道
之に
宛て
て出さ
れた
「私立学校開業上申」
は本
学の
出発点
であり
、 創立
者た
ちがど
のよ
う
な学
校を目
指し
てい
たか
を示 すた
めの
重
要な史
料である
。
原本
は東
京都公文書館
が所
蔵し
ている
「関学明細調」
(全六
冊)
に収
録され
ている
。
この
「関学明細書」
には
八百
九十八校も
の私
学・
私塾
の 開業
届が記
載さ
れ
てい
るた
め、
本学
のみ
ならず
多く
の私
立学
校が自ら
の学
校の始
まりゃ
当
時の学
校内容
を知
るため の貴
重な史
料
とし
て取り
上げられ
るこ
と
の多い史
料である
。
では
、
この
「関学明
細書」
に収
めら
れてい
る開
業
届には
ど
のよ
うな事
項を4
記載す
る必
要
があ
った
のかは
、
次の史
料が示すと
おり
である
。
私学開業之義、
是迄出願候処、
今般教育令御発行相成候
ニ付
テ
ハ、
爾来上申書
ニテ
御
聞置可相成筈
ニ付
、
左之目
ヲ記
載上申候
様致度、
奥印申出之際、
認方粗漏之向有之候
ハ\
右-
一準シ相
認候様御示
シ有
之度、
此段及御通達候也
私立学校開業
ノ際
上申概目
一校
名及位置
一教
則
学科
踏F町子i匙一r
v〈
鎧誠一『芳一鵬
門 、
教科書
生徒在学期限
生徒等級
一日授業時間
授業料有無
及金額
生徒試験
ノ期
限
これ
は明
治十
二年
(一
八七九)
九月
に公
布され
た教
育令を
受け
て、
同年
十一
月
に東
京府学務課が郡区役所
へ出
した通
達
書で ある
。
これ
による
と開
業
上申に
は教
則、
学科、
教科書や在学年数、
授業
時間
など
を明
記
する
ことが
定
めら
れ
ており
、 現在 の
学則規
定と
ほぼ
変わ
らな
いこ
と
がわかる
。
この
開
業上申
書は
その
学
校の概
要を
よく
あら
わす
史
料で
ある
と言
うこと
が
できよう
。
明治十三
年九月十六
日に
行わ
れた
本
学の開
校式
に先
立
つ、
明治十
三年
八月
に出さ
れた
「私立学校開業上申」
を本学最
初の学
則
とし
て
取り
上げた
のはこの
ような理
由
から
である
。
史料
の内
容に
ついて
は書か
れで
ある
通り
であ
るが
、
用語
に
ついて
一点
だけ
補足し
ておく
。
史料中
に
「生徒等級」
とあ
るが、
明治五年
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の学
制公布
によ
り等級制
とい
うシ
ステ
ムが
取り入れ
られた
。
これは
学校
のカリ
キ
ュラ
ムを何
段階か
の等
級に
区
分し
て、
これ
を
一定
の時
間を
かけて
順
序に従
って
学習
してい
く
とい
うシ
ステ
ム
である
。
この
時期、 小学
校は
八等級な
がら
も在学期間四年、
つま
り半年間
に
一回
、
試験
を受け
て等
級を上
げて
いく
とい
うシ
ステ
ム
であ
るが、
本学
にお
いて
は在学期
間は二年
、
そし
て史
料
2に
「毎一年
ヲ一級
トス
」
とあ
るこ
とか
ら、
ここ
にある
「一
科に
付二級
」
とは
一年目
の終
わりに
進
級試験
を行い、
二年
目に
卒
業試験
を行
うと
いう
意味
である
。
2
.
(史料
2)
について
この
史料
は
専修学
校が
明治十六
年
(一
八八三)
七月
に刊
行し
た
『専修学校
一覧
』か
ら
学則
に相
当す
る部
分を抜き出し
たも
の
である
。
『専修学校
一覧
』は
「創立
趣旨」
「沿革略」
「規則」
「教旨」
「教則」
「入校退校」
「学費」
「雑則」 「校員」
「卒業生徒」
を記
し
た小
冊子
で
毎年、
最新
の情報
を取り
入れ
て刊
行され、
学生
や関
係者
に配
布され
たもの
と思われ
る。
この
明
治十六年七月刊
行の
ものは
、
現在
のとこ
ろ管
見で
きる
なか
では最
も古
い
『専修学校
一世
歪
であり
、
原本
は園
撃院大撃図書館所蔵梧陰文庫
に収
め
られ
ている
。
梧陰文庫
は明
治時
代の官
僚・
政治家
で、
明治憲法制定
や教
育制度
の確
立に尽
力した井
上毅
(一
八四
四|
九五、
号梧陰)
が、
自ら
の政
策立
案の
ため
に収
集・
活用し
た執
務参考資料
を、
生前
に自
身の手に
よっ
て図
書・文
書記録類な
どに
分類
・整
理したも
の
であ
るが、
『専
修学校
一覧
』
の入
手経路
ほかに
つい
てはよく
わからな
い。
この
史
料2と史 料1を比
較
すると次の
よう
な
ことが
判明す
る。
修
業年
限は二年 から三年
に延
長
された
こと
、
各科お
よび
各学
年の詳
し
い授
業科目内容を
知る
こと
が
できる
こと
、
入学試験
が実
施され
てい
たこ
となど
である
。
本学 は
開学当初、
入学資格
や年齢な
どは
問わず
、
希望者
は自
由に
入学
でき
、
さら
に入
学試験
も行
わなか
った
よう
である
。
しかし
、
こ
の史
料か
らは
入
学試験
に合
格し
た学
生以
外にも
、
入学試
験を受けず
に自
由に聴
講できる
制
度を設け、
そのよ
うな学
生を
「員外生」
(ま
たは
「別員生」)
と呼
んで
いたこ
とがわかる
。
本学が
所蔵
する
「 自閉山町ハホ時四間
試験成績表」
からは
明
治十六
年
六月
時には
経
済別員生七名、
法律別員生
三十
七名
の名
前を
見る
こと
がで
き、
員外生
でも
成
績優秀者
は本員生
となる
ことが
できた
。
この
こと
か
ら専
修学校
には
員外生と
して
通っ
ていた
学生も相当数
いた
と
思われ
る。
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3
.
(史料
3)
につい
て
この
史
料も史
料1
と同
じく
、
原本は
東京都公文書館
に所
蔵
され
て
いる
『各種学校書類』
から
専修学校
の部
分を抜き出し
たも
の
である
。
『各種学校書類』
は明
治十六年十月i
十二
月に私 塾や
私
立学
校が東
京府
に宛
てて
出し
た願
書な
どを東
京府学
務課が綴
った
史料
で、
本学
の「
開車百」
は明
治十五年
(一
八八
二)
四月一
干五
日に
墓尽府知事
・
松田道
之から
出さ
れた
左
の布
達を受け、
明治十六年十
月二十
六日に
東京府
に提
出さ
れた。
甲第
五拾
号
町村立 ・
私立学校、
幼稚園、
書籍館設置廃止規則左之通相定候
条、
此旨布達候事
但、
従来設置之分
ハ本
文規則第
一章中第
二条
第三条
第四
条、
第二
章中第八
条第九条第十条
ノ事
項ヲ
具シ、
更ニ開
申ス
ヘシ
この
布達
にある
「更
ニ開
申ス
ヘシ
」
の文
言を受け、
東京府
に提
出さ
れた
のがこ
の史
料3
である
。
また、
布達
中にある
第二
章
第八条を詳
しく
見ると
私
立学校
に対し
て「
開申書」
には
次の
ような
項目を
記載
する
こと
を挙
げている
。
設置
ノ目
的
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 ( ー)
名称及位置
学科課程及教科用書器械
学期授業
試案
及休
日
休学退学及寄宿舎規則
生徒定員及
入学
生徒
ノ学
力
生徒訓戒
生徒授業料
敷地及建物
経費収
支概算
史料
3は
こ
の項
目を
すべ
て満
た
した開
申書と
な
って
おり
、
史料ー
よ
りも
さら
に専
修学校
の詳
しい
概
要を
知る
こと
が
できる
。
史料
lおよ
び2
の時
期か
ら変更し
た点
をあげると
校
舎が木
挽町か
ら中
猿
楽町
に移
転し
たこ
と、
授業時間
が変更
した
こと
、
そし
て教
員
の俸
給が無
給で
あった
こと
があげられ
る。
解説
の最
後の
ところに
、
参考
にあ
げた
表は明
治十
五年か
ら十八年
にかけ
て東
京府
に提
出し
た
五大法律学
校の
「設置願」
や
「開申書」
時限及
日限
を基
に作
成
した表である
。
五大法律学
校と
は正
式な名
称
では
ないが
、
明治十九年
(一
八八
六)
に帝
国大学
(現東京大学)
総長
の 管轄下
に
組み込まれ
た私
立法律学
校の五
校
(専修学校、
東京法学校、
明治法
律学校、
東京専門学校、
英吉利法律学 )
を指
す。
この
点に
ついて
は史
料5
の解
説で
述べ
るが、
当時
の 専修学
校が他
の私立学
校と比
較
して
どの
よう
な学
校であ
った
か
を今
後は考え
てい
く
必要
もあ
るだ
ろ
ヲ つ。
4.
(史
料4)
について
本史料
は原
本は不
明な
がら
、
複写
本のみ
が
本学
に残
って
いる
明治
十八年
(一
八八五)
三月に刊
行さ
れた
『専修学校
一覧
』
から
、 史料
2と同
じく
学
則にあた
る
部分
のみ
を
抜き出
したも
の
である
。
『専修
学校
一覧
』
の内
容自体
は史
料3と同
様の構
成を
と
って
いる
。
巻頭
の
「創立趣旨」
以外は
文言内容が
一部
変更
され
、
明治十六
年七月以降
の沿
革や卒
業生が補足
され
、 教員 に
は改正箇所を
見る
ことが
できる
。
学則
に関
し
ては
、 史料
2と
比較し
た場
合、
改正
され
た箇所は
なく
、
教員 の
み改
正が見
られ
るた
め、
ここで
は 学則部分
は省
略し
て、
教員
部分
のみ
を
掲載し
た。
5.
(史
料5)
につ
いて
東京大学法学部所蔵
の明
治新聞雑誌文
庫に
収
めら
れている
『専修
大学法律学講義筆記』
第一
年級第十七
号i 二
十二
号
(明治
二十年五
月二
日i六月六
日刊)
の巻
末に分割
し
て連
載
された
『専修学校
一昨見』
より
抜き出
した
のが
本史
料である
。
この
史料
5はこれ
までの
学
則か
ら
いく
つか
の改
訂
がなされ
ている
。
その
中
から
何点か挙げ
ていく
と、
まずは授
業期間
の変
更
がなされた
。
九月開始、
前期後
期の 二期
制は
これ
ま
でと同
様であるが
、
後期
の開
始が
二月
から
一月
にな
った
。
他に
も授業科目
の改
訂の ほか
、
入学試
験の改
訂も
なさ
れた
。 員外生
にも
課
程を修了し
たも
のの
うち希
望
者
には
卒業証書を授与し、
さら
には
正規
の学
生と同
じ
く校友
と
なるこ
とが
認め
られた
。
また授
業料が
一円か
ら八
十銭
に値
下
げされたと
い
うような
こと
がわかる
。
この
よう
な改
訂の
一つ
の要
因
とし
て明
治十九年八月、
文部
省が制
定し
た
「私立法律学校特別監督燦規」
(以
後、
「僚規」
と略
す)
の影
響を
挙
げる
こと
が
できよう
。
以下、
こ
の史
料を考え
る上
で重
要な問
題で
ある
私
立法律学校特別監督制
度に
ついて
述べ
てい
く 。
この
制
度は発
足聞
もな
い帝国大学法科大学
に対し
て文
部省が
、
東
京府下
の私立法律学校
の入学資格や学科課程、
さら
に
は修
業年限
な
どを監
督す
る権
限を
与
えたもの
である
。
私立法律学校
側の
メリ
ット
とし
ては
、
これに
よ
って自
校の
成績優秀
な卒
業生
を判
事
登用する
こ
とが
できると
い
う点や徴
兵猶
予な
どが
挙
げられ るが、
そのた
めに
私
立法律学校
は帝
国大
学の管
理下におかれ
、
さまざま
な制
約
を受け
る
とい
うデ
メリ
ットも
背負
うこ
ととな
った
。
先に
挙げ
た
この
時
期の学 則の改
定、
つま
り
授業科目
の変
更や
入学
資格者
の要件変更、
入試科目
の変
更な
どもこ
の制 度に
沿う形
で行
わ
れた
と考
え
て良
いだ
ろう
。
ただし
、こ
の制
度
はあくま
でも私立法律
学校
に対
し
て適用
された
制
度で
あり
、
本学
におい
て法
律科 は
これに
あた
るが、
経済
科に
は適用
されなか
った
ことは
言うま
でもな
い。
なお
、
この
「僚規」
によ
って当
初、
帝国大学総長
の監
督
下にお
か
れた
私
立法律学校名を
あげると本
学の
ほか
、
明治法律学校
(明治大
学の前
身)
、
東京専門学校
(早
稲田大学
の前
身
)、
東京法学校
(法政
大学
の前
身)
、
英吉利法律学校
(中央大学
の前
身)
の五
校で
あり
、
先に
挙げ
た
五大法律学校
の俗
称は
ここ
か
らとられたも
の
であろう
。
6
.
(史料
6)
について
本学が所蔵す
る明
治二十
年
九月
に刊
行さ
れ
た『
専修学
校一
覧
』よ
り学
則にあた
る部
分を
抜き出
し
たの
が史
料6
である
。
この
『専修学
校一
覧 』
とこれ
までの
『専修学
校一
覧 』
の違い
は 、
巻頭
の
「創立趣
旨」 の
後に
史料
5
で取
り上
げた
「私立法律学校特別監督僚規」
が記
載さ
れている
こと
、
巻末に
「校外員規則」
が記
載され
てい
るこ
とが
挙げ
られる
。
本史
料では
「私立法律学校特別監督篠規」
は史料5
に
あるも
のと同
文の
ため省
略し
た。
その
他 、
史料
5と
の違い
は授業内
容の改
正があるが
、
ここで
は校外員
(校外生)
制度
に
ついて
見てみ
nu 
るこ
ととする
。
「校外員規則」
につ
い
ては
史料
5
の基にな
って
いる
『専修学校
一
覧』
にも
記載
され
てい
るが、
第一
僚か
ら七
燦
の部
分が
欠
本の
ため史
料5
で
は省
略し
た。
すなわ
ち明
治二十
年一
月に分
割連
載が始ま
った
『専修学校
一覧
』が
「校外員規則」
を記
載し
た最
初のもの
であ
るこ
とを先
にお
こと
わり
し
てお
く。
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さて
、
専修学校が
この
制
度を設
けた
の
は前
述の
通り
明治二
十年
一
月の
こと
である
。
その
目
的と
して
は遠
隔の地
方に暮
らす
人
々
や仕
事
があるため
に通
学できな
い人々
に対
し
て専
修学校
の講
師が行
った
講
義を筆記
・印
刷し
たも
のを頒
布
する
ことに
よっ
て教
育を行う
こと
で
ある
。
現在
でい
う通信教
育の
はしり
とも
言え る。
この
際に
頒布
され
たのが
「講義録」
と呼
ばれる
もの
で 、
史料
5 の
『専修大学法律学講
義筆記』
がそ
れ
にあた
る 。
郵便制度、
そし
て印
刷技術
の発
達が
この
よう
な形
態の
教
育を
可
能に
した
ことは
言うま
でもな
い。
当時
の私立専門学校
に
おい
て 、
この
ような
校
外生制度を
一番
早く
導入
した
の
は英
吉利法律学
校で
あ
った
。 同校
の創
立は明
治十八年七
月であ
るが、
周年九月
には
早くも講
義録
が切
ノ付され
ている
。
その
後 、
法政、
早稲田、
明治、 専修
とい
った五
大
法律学
校の ほか
、
哲学館
(東洋大学
の前
身)
、
日本法律学校
(日
本大学
の前
身
)、
関西
でも
関
西法律学校
(関西大学
の前
身)
、
京都法政学校
(立命館大学
の前
身)
など
が講
義録
を発
行
していたこ
と
を考え
ると、
この
時
期、
多く
の学
校が
この
「校外員制度」
(学校
によ
って名
称に
違いが
ある
)
を採
用
していたこ
と
がわ
かる
。
当時
の本
学の校
外員制度
の様
子に
ついて
左の
よう
な報
告が
なさ
れ
ている
。
本校
ノ講義筆記
ハ昨
二十
年一
月 、
始メ
テ発
免スル
所
ノモノ
ニシ
テ、
此事業
タ
ル既
一一他
校ノ後
鞭ニ属
スル
ヲ以テ
、 創業
ノ際
ハ多
少憂
慮ス ル所
ナキ
ニア
ラ
サリシ
ト雄ト
モ、
幸一
一世
間ノ好 評ヲ
得
テ、
初刊以来校外員
ノ申
込続
々
卜シテ
絶へ
ス、
実一
一意
外ノ好
結
果ヲ
得タ
リ、
昨年
十二
月
三十
一日
ノ調
査ニ従ヘ
ハ、
現在
ノ校
外
員数
ハ法
律・
経済
二科
合セ
テ、
弐千
四百三十
一人
アリ
、
亦驚
ク
ヘキ
ノ数ト謂
フ
ヘシ
(『専修学校同窓会報告
第一
号』)
これによる
と、
校外員制度
は他
校
では
すで
に始ま
って
いた
ため、
そ
の導
入に
つい
ては
憂慮が
なさ
れ
ていた
ことや
、
意外
の好
結果
で校
外
生の
申し込み
が多く
、
明治
二十
年
十二
月
三十
一日
現在、
その
生徒数
は二
千四百三十
一人
にも
のぼ
って
いたこ
とがわか
る 。
また、
そ
の講
義筆記
の状
況に
つい
ても
左のよ
うな
報
告
がなされ
て
いる
。本校講義録
ハ、
講師諸君
ノ勉
励ト、
筆記者其
任ニ適
スル
トニ因
リ、
文意流暢容
易ニ法
理ヲ
了 解
シ得ル
ヲ以テ
、
漸次盛大
一一 赴キ、
続々
校外員
ノ申
込アリ
、
現今法律
・経
済ノ
両
科ヲ
合セ
テ、
弐千
七百壱人
アリ
、
実ニ盛
況卜
云フベ
シ
(『専修学校同窓会報告
このよ
うに
一 時期
は隆 盛を極め
た校
外員制
度で ある
が、
この
制度
から
もっ
とも早
く撤退し
たの
は本
学であ
った
。
明治
二十
四年
(一
八
九一)
には
法律科自体
の募
集を停
止し、
理財
(経済)
科の
みが
講義
録を
刊行し
続けた
が、
その
後
は校外員制
度を止め
、誰
もが自
由に
購
第二
回』
)
入する形
とし
た。
つま
り、
通信教育のた
めの教科書と
いうよりも雑
誌のような形態と
した
ので
あ
る。
明治二
十八年
(一
八九
五)に
『理
財科講義』
百六十六
冊を完結させ、
その後、
本学
で
は講義録を発行
する
こ
とはな
か
った
。
(表)
(専修
大
戸寸主Z
ゐa 
専修
学
校
法
政
大
学
室学
校
法 (治
大
学
)
明
治
律
学
校
法
明
(
早稲
大
学
田 東京
専
学
校
門
学
校
名
学
教授す
を
邦
語
て
に
律
科
法 教授す 律法
・
を
的
と
科
お 政
治
経済
学
科
教授す
を
邦
語
て
に
設置号両置九又
し ょ の
教授す
を
た
る
経済
、
び
的
目
る
経済 傍ら 物理 ナ
め
る
守
英
=
詞
法律
学
量三
め の
た
学
英語
学
科
科
学
を目
法律
学
め . る 寸
科
A
を
込ニゐー
法律
た
め
一 一 一 一 一
期間 修業
一 一 一 一 一
年 年 年 年 年
一
時
間
十
分 午後
授
業も 但一し = 日
一
八
時
午後
襲時
間
時
間
ノ
時
間
日
、よ 二
り 時
あり
時
間
時
間
時
一
八
卜 記明 以上 子男 通じ 和漢 卒苦
上
小学 以上 子
男
言要件
入
才
以上
せ 十 る の
校
十
ず ーJ- 者 学
全科 八才
ノ \
才
五 百
五
十
百
五
一
五
百 生徒数
一
百
百
有 有 有 有 無 舎 宿
寄
鋸給 無ゑ小d口L せず 記明 せ
ー
せ
ず 記
明
俸給
教
員ず 定
科
兼
修
謝
月
科
謝
月
み
の
寄
壁
の
賂
十銭
月
入 銭3。
、
但校
費
と
し
授
料業な
謝
月
謝
月
入
芸
授
業料一
円 円
一
み 円
通主
主
し 円塾
費
五
十銭
円 円
一
一
入
塾
生
十
五銭 十銭
円
ー
円
十
月 治
明 十
月 治明
二 明
九月 治
明
七月 治明 提出月 治
十 十 十 十 十
日
ノーよ\4 五 ノー
ム\ー 五 八、
年 年 年 年 年
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『学制百年史』
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『専修大学百年史』
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巻(専修大学出版局
一九
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日本
大学教育制度研究所紀要』
第二十
号
一九
八九)
・藤
原政行
「官僚養成
制度
と
私立法律学校
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統制 に
ついて
」
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第二十
八号
一九
九四
)
・松
崎彰
「私立法律学校特別監督条規
と英
吉
利法律学校
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」
(『中央大学史紀要』
第九号
一九
七二)
九
九
八，
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
-『
研究報告
第六十七号
近代化過程
にお
ける
遠
隔教育
の初期的形態
に関
す
る研
究』
(放送教育開
発セ
ンタ
ー
東京
の大学』
(東京都
-東
京都編
『都市紀要十
一九
九四
)
一九
六三)
【凡
例】
翻刻
に際
して
は、
仮名づ
かい
は清濁
もふく
め、
原則
とし
て原
本の通
りと
した
。
また、
振り
仮名も原
本の
通りと
した。
ただし
、
次の
点は
改め
ている
0
・翻
刻に
際し
て漢
字は
常用漢字を
用
い、
変体仮名、
合字
は通
行
の字
体に改
め
た。
(例
)1
↓コ
卜、
件↓
トキ
・踊
字は原
本ど
おり
とし
、
漢字は
「々」
、
平仮名は
「〉」
、
片仮名は
「乙
、
二字
以上
は
「/f\」
に統
一した
。
・適
宜、
句読点、
並列点を補
った
。
(史
料1)
明治
十三年八月
私立学校開業上申
一、
位
置
京橋区木
挽町二
丁目十四番地
一、
校
名
専修学校
一、
教 員
相馬永胤
金子
堅太郎
津田
純一
高橋
一勝
目賀田種太郎
山下雄太郎
田尻稲次郎
駒井重格
学科
経済学
法律学専門
一、
教
科
口授
一、
生徒在学期限
二ヶ
年
一、
生徒等級
一科
ニ付
二級
一、
一日授業時間
一時
半
一、
授業料
一ヶ月
金
一円
、
但シ
二科
兼修
ノ者
ハ金
一円五十
銭
一、
生徒試験
ノ期
限
毎期
ノ終リ
小試
験ヲ
行ナ
ヒ、
卒業
ノ節大試
験ヲ
行ナ
フ
右之通、
開業仕度候問、
此段上申仕候也
明治
十三年八月
滋賀県士族
相馬永胤
⑮
京橋区南紺屋町十
一番
地
福岡県士族
金子堅太郎
⑮
麹町区中六番丁以川七番地
大分県士族
津田純
一
⑮
芝区三
田四
丁
目品川番地
埼玉県士族
高橋
一勝
⑮
神田区
錦町
一丁目六番地
静岡県士族
目賀回種太郎
⑮
麹町区中
六番町
四番地
高知県士族
山下雄太郎
@
神田区
錦町
一丁目六番地
鹿児島県士族
田尻稲次郎
⑮
小石川区金冨町四十六番地
東京府士族
駒井重格
⑮
小石川区金冨町四十六番地
AUA 
東京府知事
松田道之殿
学務委員
木寺安敦
前書之通
上申
ニ付致奥印候也
⑮ 
(史料
2)
E q H 川 d
州 制 町 中
口同月
第一
候
第二
僚
第三篠第四
篠
第五燦
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京橋区長
江塚庸謹
⑮ 
明治十六年七月
教旨
当校
ハ邦語
ヲ以
テ、
経済学
・法
律学
ヲ教
授ス
ル所
トス
教則
授業
ハ都
テ講
義ヲ
以テ
ス
修醤木年限
ヲ三
ヶ年
ト
シ、
毎一
年
ヲ一級
トス
一学
年ヲ
分ツ
テ前
後ノ
二期ト
ス
前期
九月十
六日
ヨリ十二
月二十
五日
ニ至
ル
後期
一月
十六
日ヨ
リ七月
十日
ニ至
ル
学科
ヲ分テ、
経済
・法
律ノ二
トス
、
其目
左ノ
如シ
但、
本文ノ二
学
科ハ
之ヲ
兼
修ス
ルヲ
得
経済学
第一
年前期
第一
年後期
第二
年前期
第二
年後期
経済原論経済原論歴史銀行誌
外国為換
外国貿易原理銀行誌
銀行史
経済要論
貨幣論
歴史経済要論
貨幣論応用
経済
経済考徴
貿易論
経済考徴
租税論
経済史
第三
年前期
第三
年後期
租税論国債論世態学
国債論商業史弁論学
商業史予算論
政治学
世態学官有財産論
法律学
第一
年前期
第六候
法律初歩
契約法
私訴犯法
身分法
財産法
歴史
契約法
私訴犯法
売買法
刑法大意
組合商業並会社法
代理法並受托法
歴史
海上法
万国公法
証拠法
治罪法
日本刑法
流通証
書
海上法
仏国契約法
憲法
治罪法
日本刑法
万国私法
日本現行訴訟法
海上保険法
法理
米国訴訟法
平等法
政治学
世態学
立法論
海上保険法
法理
強認法
羅馬法
弁論学
世態学
外交論
但、
右科目
ノ外
、
毎月二
回訴訟演習、
治罪演習
ヲ為
ス
前篠
ノ各学科
ヲ卒ヘ、
其試験
ヲ 完フ
スル
者ニ
ハ卒
業証書
ヲ
授与
ス
毎月
第一
ノ日
曜日
ニ於テ
生
徒ノ討
論会
ヲ開キ、
第=
7日
曜
日ニ
於テ
特
別講
義ヲナ
ス
授業時
間ハ時
宜一
一応
シテ
之ヲ
定ム
ト雄
、
各級毎週六時間
ヨ
売買法
第一
年後期
第二
年前期
第二
年後期
第三
年前期
第三
年後期
第七燦第八僚
リ少
ナカ
ラス
但、
当分経済科
ハ午
後三時
半ヨ
リペ
法 律科
ハ六時十五
分ヨ
リス
毎期
ノ終
リ試
験ヲ
行ナ
ヒ、
前後
二期ノ
試験点数
ヲ合セ
、満
点百
一一 付六十点以上
ヲ得
ル者
ヲ及
第ト
ス
但、
及第
セ
サル
者ハ
元
級一
五
回ム
入校退校
毎年九月
ヲ以
テ入
校ノ
期ト
ス
但、
時宜
ニ由
リ、
臨時入校
ヲ許
ス
コト
アルベ
シ
第十
一候
入校
ヲ請
フ者
ハ、
其年齢満十
八年
以上
一一 シテ
、
左ノ
試験
ニ及
第
スル
ニ
アラ
サレ
ハ之
ヲ許サ
ス
但、
中学初等科卒業以
上ノ
者ハ此
限ニ アラス
第一読
書
購読
国史略
・十
八史
略・
日本
外史
・日本
政記
・史
記等
ノ内
第二作
文
仮名交
リ文
記事、
若ク
ハ論
文
入校志願者
ノ便
宜一
一依リ
、
入校
ノ際
試験
ヲ要セ
ス、
又定
期ノ
試験
ヲ
ナサ
スシ
テ員
外生
トナル
コトヲ
得ヘ
シ
但、
年齢十八年未
満ノ
者ハ之
ヲ許サ
ス
員外
生ニ
ハ卒
業証書
ヲ授
与セ
ス
入校
セ
ント
欲ス
ル者
ハ、
毎月廿五
日迄
一一 塾 監
局へ申
出へ
第九燦第十篠第十
二篠
第十
三燦
第十
四燦
:一/
第十五燦第十六燦第十七僚
但、 員外生
ハ入
校ノ
定日
ニ拘
ハラス
、 便宜
塾監局
へ申
出、
其許可
ヲ受ク
ベシ
入校
ノ許
可ヲ
得タ
ル者
ハ左
ノ書式
ニ準
シ、
入校証
ヲ認メ、
東京住居
ノ父
兄、
若ク
ハ世
話人 ニ
テ身
元確
実ナ
ル者ヲ
以
テ、
身元引受人
トナ
スベ
シ
入校証
(用紙証券界紙)
何府(県) 何郡何町
(村)
何番地族籍
姓名
何年何月何
回生
何区何町何番地何某方
右ハ
今般御校
へ入
校致
ス上
ハ、
本人
ニ関
ス
ル事
件ハ
一
切、 拙者引受
ケ、
決シ
テ御
迷惑相
掛申間
敷候、
の市証
書如件
何区何町何番地寄留
(若
シ
クハ本
籍)
族籍
身元引受人
月
日
姓
名
EP 
明治
年
専修学校御中
退校
セ
ント
欲ス
ル者
ハ、
其旨塾監局
へ申
出ツ
ヘシ
、
然ル
時ハ
幹
事ヨ
リ身元引受人
へ入
校証
ヲ返
却ス
ル
ヲ以 テ退
校
ノ証ト
ス
断リ
ナ
ク欠
席二
ヶ月
以上
ニ及
フ時
ハ退
校ト見
倣シ、
除名
スベ
シ
但 、
欠席
ノ断
ヲ 為ス
ト雄
トモ
、
五ヶ
月
以上欠
席ス
ルト
キハ、
亦同
シ
一旦
退校
シテ
、
再ヒ入
校ヲ
請フ
時ハ
、
更一
一入
校ノ手
続キ
ヲ経
ヘシ
学費
入校
ス
ル者
ハ束
僑ト
シ
テ金
一円
ヲ納ム
ヘシ
月謝
ハ
一科
ヲ修ム
ル者
ハ金一円
、
二科
ヲ兼
修ノ者
ハ金
一
円五十
銭ト
ス
但、
毎月
ノ初メ、
三日
内ニ納
ム ヘ
シ
毎年
十一
月
ヨリ
四月
マテ
、
校中雑費
トシテ
一ヶ
月
金十五
銭ヲ
納ム
へシ
仮令欠席月
余ニ至
ル
モ常
額ノ月
謝校費
ヲ納ム
ベシ
雑則
寄宿
ヲ請
フ者ハ
、
塾舎
ノ都
合ニ
ヨリ
許可
ス
へシ
生徒、
若ク
ハ身元引受人住
居ヲ
転ス
ル時
ハ、
其町名番地
ヲ塾監局
ヘ申
出ツ
へシ
身元引受人、
若シ東
京
外へ転
居ス
ル時
ハ、
別一
一身
元引受
人ヲ
立テ
、
入校証
ヲ引
換
フ
へシ
第廿六僚
休業期日
ハ左
ノ如
シ
十二月二十
六日
ヨリ
一月
十五
日
ニ至
ル
四月
一日
ヨリ
同月七
日
ニ至
ル
七月
十一
日ヨリ
九月十
五日
ニ至
ル
第十
八条
第十九篠第二十
篠
第廿
一候
第廿
二僚
第廿
三燦
第廿
四篠
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
第廿
五僚
大祭
日及日曜
校主
講
師
法 律科経済科法律科経済科法律科経済科法律科ノ\ ノ\ユー 斗ー
嘱托講師
法律科経済科法律科
特別講義員
冬季休業春季休業夏季休業
、、町EEEE咽，/ 本目田
目賀田
井橋隈
駒
吉 岡
鈴 合 松 中応河山寺 杉 鳩
--PE4，F 
成I工E
重
馬
。品百
稲 次 郎種太郎
々合4Aq， 
氷
尻
重
野
健敬貞一郎
道
木 川
正充
美
当
高虫
上
謹
本
謙
山
nu エ小1
夫
主主T
弓乙
田
土ロ
勇
(史
料3)
第一
款
第二款第三款第四
款
第五款
其
他
明治十六年十月
開申書
本校
ハ邦語
ヲ以テ
、
経済学
・法律学
ヲ教
授シ、
速成
ヲ期
ス位置
東京神田区中猿楽町四番地
校名
専修学校
学科課程及教科書
ハ別
紙甲号表之
通リ
、
但教
授ハ都
テ口
授ナ
ル
ヲ以
テ、
教科
書ヲ
用ヒ
ス、
Eッ
教授
一一 用ユ
ルノ
用
書無之候学期
ハ九月十五
日ヨ
リ十二
月廿五
日迄
ヲ前
期ト
シ、
一月
十六
日ヨ
リ七月
十日
迄
ヲ後
期
トス
授業時
間ハ
一人一
一付
二時
ト
ス
市テ
開
校時間
ハ毎日
午後
三時
十五分
ヨリ
五時
三十
分、
同六時十五分
ヨリ
八時十五分迄
ノ四
時間
ト
ス
日数
ハ前期六十六
日、
後期百五十
一日
トス
試業
ハ士一
月・
七月
ノ両
度ト
シ、
一科最高
点ヲ
百 点
ト
シ、
各科合計平
均シ其
五
分ノ
三以
上
ノ者
ヲ及
第ト
ス
休日
ハ
(寸「一明回一見
円 リ) 冬期 休業、
(閉
月
廿田
村刊
)
春季休
業ト
ス
(枕朋什子
四万
) 夏季休業
トス
外大
祭日及日
曜日
第六款
第第一一
第四
空
室
第八 入学
・退学及寄宿舎規則左
之通リ
毎年九月
ヲ以テ
入
校之期
ト
ス但
時宜
一一
ヨ リ臨時入校
ヲ許
ス
コト
アルベ
シ
入校
ヲ請
フ者
ハ、
年齢満
十八年以上
ニシ
テ、
左之試験
ニ及
第ス
ルニ
非
一フ
サ
レハ
之ヲ
許サ
ス
但中学初等科卒業以上
ノ者
ハ此
ノ限
ニ非
ス
読書購読国史略、
十八史略、
日本外史、
政記史等之内
作文、
但仮名交リ
記事、
若ク
ハ論
文
入校志願者
ノ便
宜
ニ依
リ、
入校
ノ際
試
験ヲ
要セ
ス
又定期
ノ試
験ヲ
ナサ
スシテ
、
員外生
トナル
コト
ヲ
得ヘ
シ
但シ、
年齢十八年未
満ノ
者ハ之
ヲ許サ
ス
員外
生ニ
ハ卒
業証書
ヲ授
与セ
ス
入校
ス
ル者
ハ束
僑ト
シ
テ金
一円
ヲ納ム
ヘシ
退学
セ
ント
欲ス
ル者
ハ、
其旨塾監
局へ申
出ツ
ヘシ
、
然ル
トキ
ハ幹
事ヨ
リ身元引受人
へ入
校証
ヲ返
却ス
ルヲ
以テ
退
校ノ
証ト
ス
入塾
ヲ請
フ者
ハ 証券界紙
ニ入
塾証
ヲ認ぺ
身元確
実ナ
ル 者ヲ以テ
保証人
ト
シ、
塾監局
へ差
出ス
ヘシ
外出
スル
者ハ
午後十時
迄ニ帰
塾ス
へた
十時後
ハ
第
第一第一第七
第七款第八款第九款第十款第十
一款
第十
二款
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
門ヲ
開カ
ス
入学生
徒ノ学
力ハ
第六款中第二
項ニ
掲載仕候
生徒
ハ五百
名
ヲ予
定ノ
人員
ト
ス
教員九名
学力
(雌盟主
だ銘)
俸給
ハ 総テ
無給
タル
コト
訓戒
ハ 退校
ヲ命
ス
ルニ
止マル
破段物償還規則
ハ未
タ無
之候敷地百坪
建坪七拾八坪
授業
料ハ
一科ヲ
修ム
ル者
ハ月
謝金
一円
、
二科ヲ
兼
修ス
ル
者ハ
一円
五十銭
一ヶ
年経費収入金額支出金額
弐千弐百五十円千三
百五十
円
科学 ---------
J-------- 期学
一 一 一 一 | 昨 十 時 教 毎一 l 吋 二 間 授 週
科済経科律、法
通計
一十
第一
前期
月数三
ヶ月
九日
授業
日数
六十六
日
十 年ノ\二L
科
目
十
経済原論
貨幣論
経済要論
歴史
法律初歩
契約法
私訴犯法
売買法身分法財産法
歴史科
目
十
後期
月数五
ヶ月
廿五
日
教授日数
百五
十一
日
経済原論応用
経済
貨幣論
経済要論
歴史
契約法
私訴犯法
売買
法
刑法大意
組合商業並
会社法
歴史
専
修
A斗ιて子
校
，u晶子
期 | 第
同 一
シ 年
ノ\.=c 
ニ 第銀行
誌
外国為換経済考徴
貿易論
外国貿易原
理
海上法
万国
公法
証拠法治罪法
日本刑法流通証
書
科
目
十
十
教科
書ハ都
テ口
授ニ
シ
テ用
書ナ
シ
故ニ
乙号表無之候
十 ネヰ
課
程
年ノ\.=c 
科
目
十
後
期
ニ 第
同 一
銀行誌銀行史
経済考徴
租税論経済史海上法
仏国契約法
憲法
治罪法
日本
刑法
万国公法
表シ 年
十 戸、」ー
第
前期
ニ 第
同
租税論国債論商業史世態学政治学
海上
保険法
法理
米国訴訟
法
平等法政治学世態学立法論
科
目
十
シ 年
十
年
戸\.=c 
科目十
一
後
期
ニ 第
同
国債論商業史予算論
官有財産論
世態学弁論学
海上保険法
法理
強認法羅馬法#山一論尚
子
世態学外交論
シ 年
nu 
(史料
4)
明治十
八年三月
(学則部分
は史
料2
と同
文の
ため略
)
校主
講
師
法 律科経済科法律科経済科法律科ノ\ユ二L
経済科法律科
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
Y\ ノ\ ノ\」一 二L 二L
嘱託講師
法律科経済科ノ\ ノ\コニ ユニー
不在不在
、、、rBEE-­，/ 本目田鳩 駒 田
賀
山 井 田
Eコ伊司中増 鈴 合 松山
荻和田垣阪
法律科全
井
思宋智4a句E-
安積左都夫隆三郎
上
渡
遠
ノ\.I.. 
藤 秋
田 月
ーー町E'E，，
盛
全
重
J馬
刀く
(史料
5)
(明
治二十
年
一月
)
!青L
尻
専修学校
其校、
今般特
ニ帝国大学総長
ノ監
督ニ属
セラ
ル
\旨
、
文部大臣
ヨリ
被相達候僚、
其旨相心得
ヘシ
但、
文部大臣
ヨリ
帝国大
学ニ達
セラ
レタ
ル私
立法律学校特別監督
篠規
一部ヲ
交附
ス
明治十九年
十二
月二
日
稲次 郎種太郎
格夫
重
橋
手小l健敬貞一郎
道
東京府知事帝国大学
東京府下
一一 設
置ノ
私
立法律学
校一
一シテ
、
適当
卜認ム
ルモノ
ヲ択ヒ、
左ノ
篠
規一
一依リ
、
特ニ大
学総
長ヲシ
テ之
ヲ監督
セ
シム
ルコ
ト
アル可
高崎五六
隈野嶋 木 川
正
充美六一郎
シ
明治十
九年八月
廿五
日
文部大臣
森有礼
原 本
謙
朝之助
私立法律学校特別監督篠規
文部大臣
ハ東
京府
下ニ
於テ
、
適当
ナリト
認ム
ル私
立法律学
校ヲ
択ヒ、
特ニ
帝国大学総
長ヲシ
テ之
ヲ監督
セ
シム
ルコ
卜
/.、'口
芳 謙
第一
僚
良日
アル
ヘシ
但、
本文
ノ学
校ト雄
、
尚一
般私立学
校ノ例
ニ依リ、
地方
官ノ
管理
ヲ受ク
ヘキハ
勿
論タ
ル
ヘシ
帝国大学総長
ノ監
督
ニ属
スヘ
キ私
立法律学
校ハ、
必要
ノ普
通学科
ヲ修メ
タル
者ヲ
シ
テ入
学セ
シメ
、
三年
以上
ノ課
程ヲ
以テ
、
左ノ
三科ノ
一ヲ
教授
スルモノ
タル
ヘシ
但、
各科
-一 掲ク
ル法
律中、
帝国
ニ於
テ 既ニ制
定・頒
布ア
リタ
ルモノハ
、
主ト
シテ
之ヲ
教授
シ、
外国
法ハ
傍ラ
之
ヲ
対照
ス
ヘキ
モ
ノトス
仏蘭西法律科
第一年
法学通論民法
(人事篇)
第二僚
私権、
身分証書、
住所、
失際
、婚
姻、
離
婚、
父タ
ル
コト
、
養子父権、
幼 者、
後見、
丁年者、
禁治産、
裁判上
ノ補
佐人
財産区別、
所有権、
収実権、
地役
(財産篇)
刑法
第二年
民法
時 効、
契約、
売買、
交 換 賃 貸 貸 借、
附托、
偶生契約、
代理、
和解、
会社
訴訟法
治罪法
第三年
同
保証、
質、
書入質、
先取権、
相続、
贈遺、
遺嘱、
婚姻、
財産、
契約
商 法
擬律裁判
独乙法律科
第一年
法学通論
民法人権
問物権
刑法
第二
年
民法
契約、
親族、
財産、
相続
商 法
裁判所構成法
治罪法
第三年
訴訟法
海上法
為替法
保険法
破産法
擬律裁判
英吉利法律科
第一
年
法学通論
契約法
私犯法
代理法
刑法
第二年
親族法
組合、
会社法
動産委托法
売買法
財産法
治罪法
第三年
財産法
破産法
証拠法
保険法
訴訟法
流通証
書
商船法
擬律裁判
帝国大学総
長ノ監
督一
一 属ス
ル私
立法律学
校ノ
タメ
ヘ
帝国
大学総長
ハ法科大学職
員ノ中
ヨリ委
員ヲ選
定シ、
常時及試
民 法
第三候
専修学校
今般、
私立法律学校特別監督僚規
ニ依
リ、
私立法律学校監督委員
ヲ
置キ、
委員法科大 教授
・穂
積陳重
ヲシ
テ其校監督
ヲ担
任セ
シメ
候
係、
此旨相心
得へ
シ
明治十九年
十二
月三
日
第四
僚
第五篠第六燦第七僚第八篠
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
規
則
験ノ
時
ニ於
テ該学校
ヲ臨
監
セ
シムルモノ
トス
該私立法律学
校々主
ハ、
毎月三
日迄
-五
(月
ノ課業時間割表
ヲ帝
国大学
へ差
出ス
ヘキ
モノ
トス
該私立法律学
校一
一於テ
、
定期試験
ヲ行
フトキ
ハ、
少ク
トモ
三日
以
前ニ校
主ヨ
リ其科目及時間割表
ヲ帝
国大学
へ差
出ス
ヘキ
モノ
卜ス
該私立法律学
校ニ於
テハ、
毎定期試験後、
二週
間内
ニ其
成
績表
ヲ製
シ、
校主
ヨリ帝国大学
へ差
出ス
ヘキ
モノ
トス
該私立法律学校
ノ卒
業生
ニシ
テ、
帝国大学総長
ニ於
テ優
等
ナリト
認
メタル
者ハ
、
法科大学
ニ於
テ司
法官吏
立合
ノ上
、
更ニ試
問ヲ
為
スル
コト
アル
ヘシ
、
此場
合ニ於
テ試験及第
ノ
者ニ
ハ及
第証書
ヲ交
付ス
ヘシ
帝国大学総長
ハ委
員ノ報
告ニ
因リ、
該私立法律学
校々主
ニ
学科課程及教授法等
ノ改
正
ヲ諭
告ス
ルコ
ト
アル
へシ
帝国大学総長
渡遺洪基
教
己
目
第一
候
当校
ハ邦語
ヲ以テ
、
経済
・法
律学
ヲ教
授ス
ル所
トス
教則
教授
ハ都
テ講
義ヲ
以テ
ス
修業年
限ヲ
三
ヶ年
卜
シ、
毎一年
ヲ一級
トス
一学
年ヲ
分ツ
テ前
後ノ
二期ト
ス
前期
九月十
六日
ヨリ翌 年二
月
十
五日
ニ至
ル
後 期
二月
二十
三日
ヨリ七月
十日
ニ至
ル
学科
ヲ分テ、
経済
・法
律ノ二
トス
、
其目左
ノ如
シ
但、
本文
ノ二
学
科ハ之
ヲ兼修
スル
ヲ得
第二
僚
第三
候
第四僚第五篠
経済学
第一
年前期経済大意
経済原論
歴史簿記学
第一年
後期
経済原論簿記学
第二年
前期
貨幣論
経済要論
経済調和論
経済要論
金融論
歴史
応用
経済
貨幣論
外国為換
経済考徴
外国貿易原理
貿易論
銀行誌簿記学
第二
年後期銀行誌
銀行史
経済考徴
経済沿革論
簿記学
租税論
経済史
法学通論刑法法学通論代理法組合法
動産委托法
証拠法
治罪法
訴訟法
擬律擬判
会社法
財産法
証拠法
流通証
書
治罪法
平等法
擬律擬判
財産法
保険法
商船法
破産法
法理
羅 馬 法
擬律擬判
財産法
保険法
商船法
破産法
法理
羅馬法
擬律擬判
法律
科ニ於
テハ
科外講義
ヲ為ス
、
其目左
ノ知シ
歴史
万国公法
万国私法
論理学
政治学
立法論
強認法
弁論学
法律
科一
一於
テハ、
臨時討論会
ヲ開ク
コト
アル
ヘシ
授業時
間ハ時
宜ニ応
シテ
之ヲ
定ム
ト雄
、
各級毎週六時間
ヨ
第三
年前期
第三
年後期
法律学
第一
年前期
第一
年後期
第二
年前期
第二
年後期
第三
年前期
第三
年後期
第六僚第七僚第八係
国債論
世態学
政治学
商業史
租税論論理学国債論
商業史
世態学
弁論学
予算論
官有財産論
契約法
私犯法
売買法
親族法
契約法
私犯法
売買法
刑法
財産法
訴訟法
第九篠第十僚第十
一候
第十
二僚
第十
三燦
第十
四燦
第十
五燦
リ少
ナカ
ラス
毎期
ノ終
リ試
験ヲ
行ナ
ヒ、
前後
二期ノ
試験点数
ヲ合セ
、満
点ヲ
一百ト
シ、
各科
四十点、
全科平均六十点以上
ヲ得
ル者
ヲ及
第ト
ス
但、
及第
セ
サル
者ハ
元
級一
一留
ム
第五燦
ノ各
学科
ヲ卒へ、
其試験
ヲ 完フ
スル
者一
一ハ卒
業証書
ヲ授
与ス入校退校
毎年九月
ヲ以
テ入
校ノ
期ト
ス
但、
時宜
一一 由リ、
臨時入校
ヲ許
ス
コト
アル
ヘシ
入校
ヲ請
フ者
ハ、
其年齢満
十八年以上
ニシ
テ、
左ノ
試験
ニ及
第
スル
ニ
アラ
サレ
ハ、
之ヲ
許サ
ス
但、
尋常中学卒業以
上ノ
者ハ此
限ニ
アラス
国語
漢文
数学
(四
則、
分数、
比例)
地理
歴史
入校志願者
ノ便
宜ニ
依リ
、
入校
ノ際
試験
ヲ要セ
ス、
又定
期ノ試
験ヲナサ
スシ
テ員
外生
トナル
コト
ヲ得ヘ
シ
但、
年齢十八年未
満ノ
者ハ之
ヲ許サ
ス
員外生
ハ卒業証書
ヲ授
与セ
スト
雄、
本人
ノ望
一一 由リ三
ヶ
年ノ課
程ヲ
了ヘ
タ
ルモノハ
、
試験
ヲナシ
、
其及第証書
ヲ
附 与
ス
ヘシ
員外
生一
一シテ
二一
ヶ年
ノ課
程ヲ
学
ヒタ
ルモノハ
終
身本校
ノ
校友
トナ
スヘシ
- 124 一
第十六僚
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
第十七僚第十
八篠
第十九条
入校
ノ許
可
ヲ得
タル
者ハ
左
ノ 書 式
-一 準シ、
入校証
ヲ認メ、
東京住居
ノ父
兄、
若ク
ハ世
話人
一一 テ身
元確
実ナ
ル者ヲ
以
テ、
身元引受人
トナ
スへシ
入校証
(用紙美濃
一銭印紙貼用)
何府
(県)
何郡何町
(村)
何番地族籍
姓
名
何年何月何
日生
何区何町何番地何某方
右ハ
今 般 御校
へ入
学致
ス上
ハ、
本人一
一関
ス
ル事
件ハ
一切
、
拙者引受
ケ、
決シ
テ御
迷惑相
掛申間敷候、
何而証
書如
件
明
治 何区何町何番地
(寄留
若ク
ハ本
籍)
族籍
身元引受人
名
EP 
年
月
専修学校御中
姓
日
退校
セ
ント
欲ス
ル者
ハ、
其旨塾監
局へ申
出ツ
ヘシ
断リ
ナ
ク欠
席三
ヶ月
以上
ニ及
フ時ハ
退
校ト見
倣シ、
除名
スヘ
シ
但、
欠席
ノ断ヲ
為ス
ト難
トモ
、
四ヶ月
以上欠
席ス
ルト
キハ
、
亦同
シ
一旦
退校
シテ
、
再ヒ入
校ヲ
請フ
時ハ
、
更ニ入
校ノ
手
続キ
第二十
燦
第廿
一篠
第廿
二僚
第廿
三篠
第廿
四篠
第廿
五篠
ヲ経
へシ
学費
入校
ス
ル者
ハ束
惰ト
シ
テ金
一円
ヲ納ム
ヘシ
月謝
ハ
一科ヲ
修ム
ル者
ハ金
八十銭、
二科ヲ
兼
修ス
ル者
ハ
金一
円二十
銭ト
ス
但、
出校
ノ多
少ニ拘
ハラス
、
毎月
ノ初メ、
三日
内ニ納
ムヘ
シ
毎月、
校中雑
費ト
シ
テ金
十銭宛
ヲ納ム
ヘシ
無断
ニシ
テ欠
席月
余ニ至
ル
モ常
額ノ月
謝校費
ヲ納ム
へシ
雑則
寄宿
ヲ請
フ 者ハ
、
塾舎
ノ都
合一
一ヨリ
許可
ス
へシ
生徒、
若ク
ハ身
元引受人住
居ヲ
転ス
ル時
ハ、
其町名番地
ヲ塾
監局
ヘ申
出ツ
ヘシ
身元引受人、
若シ東
京外
へ転
居ス
ル時
ハ、
別ニ身
元引受
人ヲ
立テ
、
入校証
ヲ引
換フ
へシ
第廿七燦
休業期
日
ハ左
ノ如
シ
十二
月二
十
六日
ヨリ
一月
十五
日
ニ至
ル
一一
月十
六日
ヨリ同
月二十
二日
ニ至
ル
七月
十一
日ヨリ
九月十
五日
ニ至
ル
大祭
日及日曜日
第廿六篠
冬季休業春季休業夏季休業
校主
相馬、水胤
講師姓名
法律科
米国法律学士
相馬永胤
米国法律学士
鳩山和夫
法学士
松野
貞一
郎
法学士
(不在)
鈴木充美
パリ
ストル
法学士
経済科
米国文学士文学士
法律科
増嶋六
一郎
田尻稲次郎中隈敬蔵
嘱托講師姓名
山本謙三
法学士
岡山兼吉
法学士
大谷木備
一郎
法科大 卒業生
榊原幾久若
今村 信行江木衷
法学士
経済科
文学士
和田垣謙三
米国法律学士
目賀田種太郎高橋健三合川正道高橋捨六
法学士法学士
駒井重格
法学士
藤田
四郎
法律学士
内藤直亮
法科大 卒業生
岡野敬次郎
法科大学卒業生
羽生顕親
岩田
武儀
法科大学卒業生
戸水寛人
文学士
阪谷芳郎
文学士文学士
坪井九馬三土子金
四郎
堀内正善演田健次郎
文学士文学士
文学士(史料
6)
(明治
二
十年九月)
二一 副 1け H H d
判 が ゆ
同国ハ
教
旨
当校
ハ邦語
ヲ以テ
、
経済
・法律学
ヲ教
授ス
ル所
トス
教則
教授
ハ都
テ講
義ヲ
以テ
ス
修業年
限ヲ三
ヶ年
ト
シ、
毎一
年
ヲ一級
トス
一学
年ヲ 分ツ
テ前
後ノ
二期ト
ス
前期
九月十
六日
ヨリ翌年二
月
十
五日
ニ至
ル
後 期
二月
二十
三日ヨ
リ七月
十日
ニ至
ル
学科
ヲ分テ
、
経済
・法
律ノ二
トス
、
其目左
ノ如
シ
但、
本文
ノ二
学
科ハ之
ヲ兼修
スルヲ
得
経済学
(純正、
応用
、
財政及附属
ノ学
科)
第一
年
前期
経済大意
経済原論
貨幣論
経済調和論
歴史
簿記学
経済原論
応用
経済
貨 幣 論
第一候第二
燦
第三僚第四燦第五燦
第一
年後期
長崎剛十郎村上祐加藤彰廉経済要論経済要論
第二
年前期
第二
年後期
第三
年前期
第三
年後期
科外
法律学
第一
年前期
第一
年後期
第二
年前期
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
第二
年後期
第三
年前期
第三年
後期
歴史
簿記学
経済考徴
外国貿易原理
金融論
経済論法
銀行誌
外国為換
統計学
簿記学
銀行誌
経済考徴
租税論
国債論
経済沿革論
統計学
政治学
簿記学
租税論
国債論
商業史
世態学
行政学
商業史
予算論
官有財産論
世態学
行政学
会計法
論理学
弁論学
私犯法
売買法
親族法
法学通論
契約法
刑法
動産委托法
法学通論
契約法
代理法
組合法
証拠法
財産法
治罪法
訴訟法
流通証
書
憲法
擬律擬判
財産法
治罪法訴訟法
擬 律 擬 判保険法
商船法
破産法
国際法
擬律擬判商船法
破産法
擬律擬判
私犯法
売買法
刑 法
会社法平等法
証拠法政治学財産法行政学財産法行政学
法理
保険法国際法
法理
第六 僚第七僚第八燦第九僚第十僚第十
一係
第十
二燦
第十
三篠
科
外
立法論
強認法
羅馬法
歴史
論理学
弁論学
法律
科ニ於
テハ
臨時討論会
ヲ開ク
コ卜ア
ルヘシ
授業時
間ハ時
宜一
一応
シテ
之ヲ
定ム
ト雄
、
各級毎週六時間
ヨ
リ少
ナカ
ラス
毎期
ノ終
リ試験
ヲ行ナ
ヒ、
前後
二期ノ
試験点数
ヲ合セ
、満
点ヲ
一百ト
シ、
各科
四十
点、
全科平均六十点以上
ヲ得
ル者
ヲ及
第ト
ス
但、
及第
セ
サル
者ハ
元
級ニ留
ム
第五僚
ノ各
学科
ヲ卒
へ、
其試験
ヲ完フ
スル
者一
一ハ卒
業証書
ヲ授
与
ス
入校退校
毎年九月
ヲ以テ入
校ノ
期卜
ス
但、
時宜
ニ由
リ、
臨時入校
ヲ許
ス
コト
アル
ヘシ
入校
ヲ請
フ者
ハ、
其年齢満
十八年以上
ニシ
テ、
左ノ
試験
ニ及
第
スル
ニアラ
サレ
ハ之ヲ
許サ
ス
但、
尋常中学卒業以
上ノ
者ハ此
限ニ
アラス
国語
漢文
数学
(四則
、
分数、
比例)
地理
歴史
入校志願者
ノ便
宜ニ依
リ、
入校
ノ際
試験
ヲ要セ
ス、
又定
期ノ試
験ヲナサ
スシ
テ員
外生
トナル
コト
ヲ得へ
シ
但、
年齢十八年未
満ノ
者ハ
之ヲ
許サ
ス
員外生
ハ卒業証書
ヲ授
与セ
スト
離、
本人
ノ望
ニ由
リ三
ヶ
。ゐ
第十
四係
第十五僚第十六燦第十七僚
年ノ課
程ヲ
了ヘ
タ
ルモノハ
、
試験
ヲナシ
、
其及第証書
ヲ
附与
ス
ヘシ
員外
生ニ
シテ
二一
ヶ年
ノ課
程ヲ
学ヒ
タル
モノハ
終
身本校
ノ
校友
ト
ナス
ヘシ
入校
ノ許
可ヲ
得タ
ル者
ハ左
ノ書式
ニ…準
シ、
入校証
ヲ認メ、
東京住居
ノ父
兄、
若ク
ハ世
話人
ニテ身
元確
実ナ
ル者ヲ
以
テ、
身元引受人
トナ
スヘシ
入校証
(用紙美濃
一銭印紙貼用)
何府
(県)
何郡何町
(村)
何番地族籍
姓
名
何年何月何
回生
何区何町何番地何某方
右ハ
今 般 御校
へ入
学致
ス上
ハ、
本人
ニ関
ス
ル事
件ハ
一
切、
拙者引受
ケ、
決シ
テ御
迷惑相
掛申間敷候、
の市証
書如件
明
治 何区何町何番地
(寄留
若ク
ハ本
籍)
族籍
身元引受人
名
印
姓
年
月
専修学校御中
退校
セ
ント
欲ス
ル者ハ
、
其旨塾監
局へ申
出ツ
ヘシ
断リ
ナク
欠
席三
ヶ月
以上
ニ及
フ時
ハ退
校ト見
倣シ、
除名
日
スヘ
シ
第十八条第十九燦第二十
燦
第廿
一燦
第廿
二燦
第廿
三燦
第廿
四僚
第廿
五燦
但、
欠席
ノ断ヲ
為ス
ト雄
トモ
、
四ヶ
月
以上欠
席ス
ルト
キハ、
亦
同
シ
一旦
退校
シテ
、
再ヒ入
校ヲ
請フ
時ハ、
更一
一入
校ノ手
続キ
ヲ経
ヘシ
学費
入校
スル
者ハ
束
僑ト
シ
テ金
一円
ヲ納ム
ヘシ
月謝
ハ
一科ヲ
修ム
ル者
ハ金
八十銭、
二科ヲ
兼
修ス
ル者
ハ
金一
円二十
銭ト
ス
但、
出校
ノ多
少ニ拘ハ
ラス
、
毎月
ノ初メ、
三日
内ニ納
ムヘ
シ
毎月、
校中雑
費ト
シ
テ金
十銭宛
ヲ納ム
ヘシ
無断
ニシ
テ欠
席月
余ニ
至
ルモ
常
額ノ
月
謝校費
ヲ納ム
ヘシ
雑則
寄宿
ヲ請
フ 者ハ、
塾舎
ノ都
合
一一
ヨリ
許可
ス
ヘシ
生徒、
若ク
ハ身元引受人住
居ヲ
転ス
ル時
ハ、
其町名番地
ヲ塾
監局
へ申
出ツ
ヘシ
身元引受人、
若シ東
京外
へ転
居ス
ル時
ハ、
別-
一身
元引受
人ヲ
立テ
、
入校証
ヲ引
換フ
ヘシ
nδ 
第廿六僚
休業期
日
ハ左
ノ如シ
十二月
二
十
六日
ヨリ
一月
十五
日
ニ至
ル
一一
月十
六日
ヨリ同月二
十
二日
ニ至
ル
七月
十一
日ヨリ
九月十
五日
ニ至
ル
冬季休業春季休業夏季休業
校外員規則第一僚第二僚第三僚
《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
第四篠第五僚
大祭
日及日曜日
校主幹事
高橋捨六相馬、水胤
第一章
講義筆記
遠隔
ノ地
方
一一 在リ、
又ハ業
務ノ為
メ参
校シ
テ講
義
ヲ聴ク
コ
ト能
ハサル
モノ
\ 便ヲ
計リ、
校外
員ノ制
ヲ設ケ、
本校講師
ノ講
義
ヲ筆
記
・印
刷シ
テ之
ヲ頒ツ
モノ
トス
講義筆
記ハ法
律・経
済ノ二
科
トナシ
、
各科
ノ講義筆記
ヲ分
ツテ
、
第一
年級講義筆記、
第二
年級講義筆記、
第三
年級講
義筆
記ノ三
種卜
ス
但、
初年
ハ第
一年級講義筆
記ノ
ミ
ヲ発
行シ、
順次
第二年
、
第三
年級講義筆記
一一 及フ
モノ
トス
各講義筆
記ハ毎
週一
回発免
ス
ルモ
ノトシ
、
法律科
・経済科
共第
一年級講義筆記
ハ毎
月曜
日之
ヲ発
免
ス
但、
各科第
二年
、
第三
年級講義筆記発免
ハ、
発免年度
一一
至リ
定ム
ルモノ
トス
講義筆記
ノ紙
数ハ
一冊五十
ペ
lシ
内外
ト
ス
講義筆記
ハ各専門科講義
ヲ記
載ス
ル
ノ外
、
本校
一一 関ス
ル記
事及広告類
ヲ掲
載ス
ルモノ
トス
校外員
信用二ヰ
早
第六
僚
第七僚第八僚第九僚第十燦第十
一篠
第十
二篠
第十
三篠
本規則
ニ従
ヒ、
校外員
タラン
コト
ヲ欲
スルモ
ノハ
、
何人
ヲ
問ハ
ス、
試験
ヲ要セ
ス、
何時
ニテ
モ之
ヲ許ス
モノ
トス
校外員
タ
ラント
欲ス
ルモノ
ハ、
其修
メ
ントスル
法
律科、
或
ハ経
済科、
若シ
ハ両
科兼修
ノ旨及其氏名
・族
籍・住
所ヲ
詳
記シ、
入校金井月謝金
ヲ添
へ申
込ム
モノ
トス
但、
居所
ヲ転
シタルト
キ
ハ、
新旧
ノ住
所ヲ
詳
記シ
テ通
知
スヘ
シ
第三章
校友
校外
員ニ
シテ
、
三
ヶ年
ノ課
程ヲ
完フ
シタ
ルモノハ
、
本人
ノ
望由
リ、
本校
一一 於テ
試
験ヲナシ
、
其及第証
ヲ附
与
ス
ルモノ
ト
ス
nJU 
但、
試験
ノ期
節
ハ講義筆記
ニ於
テ告
知ス
ヘシ
三ヶ
年
間続
テ校
外員
ト
ナリ
、
学科
ヲ修メ
タル
者ハ
終身本校
ノ校
友ト
為シ、
之レ
ニ校
友証
ヲ交
付ス
ルモノ
トス
本校
ノ校
友証
ヲ有
ス
ル者
ハ、
終身本
校ニ出
入ス
ルコ
トヲ
得
J\ 
シ本校
ノ校
友タ
ル者
ハ、
其修
メ
タル
学
科一
一付
質疑
ヲ 為ス
コ
トヲ
得ヘ
シ
第四章
入校金月謝金
校外員
ハ入
校金
五十
銭
ヲ納ム
ルモノ
トス
校外
員ハ
一科専修月謝金
五十銭、
両科兼修
ハ金
九十銭
ヲ
前月
中ニ納
ムヘ
シ
第十
四僚
第十
五篠
第十六僚第十七篠第十八燦第十九僚
但、
数ヶ月
分前
納ス
ル
モ妨
ケナシ
入校金及月謝金
ヲ領
収ス
ルト
キハ、
其翌月
ヨリ講義筆記
ヲ配
付ス
ル
ヲ以テ
、
別ニ領
収証
ヲ送
付セ
ス、
若シ
翌月初
旬ノ発
行期
日十
五日ヲ
過キ
テ、
講義筆記到
着セ
サルト
キ
ハ、
其 旨 郵 便
ヲ以テ
通
知ス
ヘシ
但、
月謝金
ヲ前
納
セサル
モノヘ
ハ講
義筆記
ヲ配
付セ
ス
本人
ノ都
合ニ
ヨリ校外員
ヲ辞シ
タル
トキ
、
既一
一受
領シ
タ
ル月
謝金
ノ残
余ア
レハ
、
之一
一対
ス
ル講
義筆記
ヲ送
付シ、
現金
ヲ以テ
返
還ヲナサ
ス
月謝金
ノ不
納一
ヶ月
以
上ニ
及フト
キハ、
校外員
タル
コト
ヲ廃
シタル
モノ
ト見倣
ス
モノ
トス
、
故ニ講
義筆記
ノ再
送
ヲ請
フモノ
ハ更
ニ校
外員
タル
コト
ノ手続
ヲナ
スヘシ
入校金
・月謝金
ノ送
付方
ハ郵便小為替、
又ハ
郵便為替
(為替
ハ神
田、
下谷、
又ハ牛
込郵便局受取、
又ハ
銀行為
替ヲ
以テ
送付
ス
ヘシ
但、
通運会社
ニ托
シ、
現金
ヲ以
テ送
付
ス
ルモノハ配
達
料一
銭ヲ
添へ払
込ヘ
シ
第五章
校外員質問
講義筆記
一一 登
載シ
タル
事
柄一
一付
疑義
ア
ルト
キハ、
通信
ヲ
以ヲ
質問
ス
ルコ
トヲ
得
但、
法律科中疑律疑
判一
一付
テハ、
質問
ス
ルコ
トヲ
得ス
質疑信書
ニ
ハ法
律科、
又ハ経
済 科講義筆 記
ノ号
数
・科
目・
第二十
燦
第廿
一候
第廿
二燦
法律科
第一
年
第二
年
第三
年
科
外
経済科
第一
年
第二
年
丁数
ヲ示シ、
疑問
ノ要
点ヲ
明ニ
記
載ス
ヘシ
質疑
ノ答
弁
ハ講義筆
記々載ノ都
合一
一依ル
ヲ以テ
、
其種類
ニ依
リ答弁
セサル
コト
アル
ヘシ
質疑及答弁
ハ法
律科
・経律科
ヲ区
別
九
時々各
講義筆記
ノ紙
末ニ
登
録ス
ルモノ
トス
質疑信書
ハ法
律科、
又ハ
経済科質
問ト認
へ
質疑者
ノ姓
名・住
所ヲ
明記シ、
本校講義筆記編輯掛
へ宛
テ郵
送ス
へ
シ講義筆記学科目
法学通論
契約法
私犯法
売買法
親族法
刑法
動産委托法
代理法
組合法
証拠法
財産法
治罪法
訴訟法
会社法
流通証書
憲法
平等法
政治学
疑律疑判
財産法
保険法
商船法
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歴史
論理学
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銀行論
外国為換
経済考徴
外国貿易原理
簿記学
国債論
経済沿革論
政治学
国債論
租税論
商業史
予算論
世態学
行政学
科外
論理学
弁論学
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科外
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ノ都
合ニ
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《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)
